
＜2014年総務副大臣面談報告書＞ 

 

日時： 2014年 10月 30日 午後３時 25分から３時 40分 

場所； 総務省副大臣室 

面談者；総務副大臣 二之湯智参議院議員 

図友連；AK・IK・IS・G・S・Y・FK（図友連代表）・FN（事務局） 

※ネット掲載にあたり、図友連側の氏名を個人情報保護の観点によりイニシャルのみとさ

せていただきます。ご了承ください。 

 

図友連代表より図友連の組織の説明があり、本日は北海道を始め全国からこの場に参加し

ているとメンバーの紹介があった。 

 

二之湯副大臣： 

北海道には図書館のことを頑張っている市長さんがいるがどこだったかとの問いかけに、

恵庭市と参加者より声が上がった。二之湯副大臣は参議院京都選挙区だが、滋賀県選挙区

の二之湯武史参議院議員はご子息であるとの話から、参加者より滋賀県には素晴らしい図

書館が多いとの話が出た。 

 

続いて図友連代表より要望書項目の説明、武雄市図書館の問題（武雄市図書館をモデルと

した図書館が全国に出てきている）についての説明を行う。「住民生活に光をそそぐ交付

金」は継続してほしいと要望をした。 

 

二之湯副大臣： 

皆さんの理想の図書館はどういうものなのか。私は生きるに役立つ図書館でないと、と思

っている。これからは図書館を使うことを知らなければならない。その為には 学校図書

館を充実していかなければならないと思う。 

 

                             （文責 FN） 


